
野洲市民病院整備基本計画等策定支援業務委託に係る公募型プロポーザルの質疑について、下記のとおり回答します。

番号 項目

1
「公告」５．参加資

格要件

2
「公告」５．参加資

格要件

3
審査評価基準
2．評価方法及び
評価基準（４）

4 実施要領

5 敷地データ

6
「公告」５．参加資
格要件⑦

7
「公告」５．参加資
格要件⑦

8
企画提案書コン
ソーシアムの場合

質　疑　回　答　書

②価格点の計算式について「価格点=参考見積額/予算額（10,230千円）」ではな
く「（最低価格/参考見積額）×20点」という理解でよろしいでしょうか。

質　疑　事　項 回　答

アとイの業務実績について、例えばA病院は、ア、イとも業務を行った。B病院はア
の業務が完了しており、イは業務進行中。C病院はイのみ業務を行った。この場合
ABCの病院は全て実績と考えてよろしいでしょうか。

参考見積額/予算額（10,230千円）により算出される数値を５段階で評価します。

公告　5.参加資格の要件について「（１）⑧のア」及び「⑨のア、ウ」に示されている必要資格
が最低条件となります。評価基準一覧表の「技術者の必要資格」を保有する場合は加点さ
れます。

「公告」に記載されている資格条件は、必要条件とし、「評価基準一覧」に記載さ
れている資格を保有している場合、加点される、という理解でよろしいでしょうか。

実施要領に記載されているとおり、コンソーシアム（共同企業体）でプロポーザル
に参加することができるとありますが、1社で資格要件を満たす場合は、1社でエン
トリーし、実際の業務は再委託することでよろしいでしょうか。

「（１）⑧のア」及び「⑨のア、ウ」に示されている必要資格と、評価基準一覧表の
「技術者の必要資格」は相違していますが、公告の記載が正と考えてよろしいで
しょうか。

公告　5.参加資格の要件について「（１）⑧のア」及び「⑨のア、ウ」に示されている必要資格
が最低条件となります。評価基準一覧表の「技術者の必要資格」を保有する場合は加点さ
れます。

過去10年間の実績は、平成23年4月1日から令和3年3月31日までに契約履行が完了したも
のとするため、質疑にあるB病院の事例は現在契約中の進行している業務となり、ア、イとも
実績とはしないこととします。A病院・C病院の事例は令和3年3月31日までに契約履行が完
了していれば、実績とします。なお、実績が確認できる書類（契約書や技術者届等の写し）を
合わせて提出してください。

お見込みのとおりです。ただし、仕様書　第１全体　４．業務の実施（６）にあるとおり、業務の
一部を再委託する場合は、予め再委託業者選定報告書を提出し、発注者の承認が必要で
す。（業務全部の再委託は出来ません。）

ホームぺージに資料を追加しましたので、ご確認ください。
整備予定場所の敷地データ（若しくは敷地の座標データ）は提供いただけるで
しょうか。

国立病院機構又は地方公共団体設立の病院とありますが、国立研究開発法人や
地方独立行政法人、国立大学法人も含まれると考えてよろしいでしょうか。

お見込みのとおりです。

提案書、入札書の記載：以下の表記方法に間違いはないでしょうか
①所在地：　　代表企業の住所
②商号　：　　A社B社共同企業体
③代表企業：　株式会社A社
④代表者：　　A社の代表取締役社長名

【コンソーシアムの場合】
①所在地は様式第14号コンソーシアム協定書第3条の所在地としてください。
②商号は様式第14号コンソーシアム協定書第2条の名称としてください。（様式に記載の「野
洲市民病院整備基本計画等策定支援業務」受注コンソーシアムという名称は適宜変更して
ください。）
③代表企業は様式第14号コンソーシアム協定書第6条第１項の幹事企業の名称としてくださ
い。
④代表者は様式第14号コンソーシアム協定書第6条第2項の幹事企業の代表者名としてくだ
さい。
A（幹事）とB（構成員）で、Aの事務所にコンソーシアムの事務所を置く場合は、質疑にあると
おりの表記となります。
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野洲市民病院整備基本計画等策定支援業務委託に係る公募型プロポーザルの質疑について、下記のとおり回答します。

番号 項目

質　疑　回　答　書

質　疑　事　項 回　答

9
企画提案書コン
ソーシアムの場合

10
プロポ実施要領
（４）③出席者

11
仕様書　第1　4.

（2）

12
実施要領　10.
（4）②

13
仕様書　第4　2.

（2）　イ

14
様式第3号、
第4号

15
様式第3号、
第4号

16 様式第2号

17 様式第2号

18
実施要領６．（1）
⑧イ及び⑨イ・エ

実績の物件数に上限はあるでしょうか。
上限はありませんが、過去10年間（平成23年4月1日から令和3年3月31日までに契約履行が
完了したもの）の実績とします。なお、実績が確認できる書類（契約書や技術者届等の写し）
を合わせて提出してください。

CCMJや、医業経営コンサルタントは、それぞれの資格制度ができる以前から業務
を行っている場合、業務開始日は最初の資格取得日よりも以前になりますが、実
際に業務を開始した日という理解でよろしいでしょうか。

お見込みのとおりです。

一級建築士事務所登録日、日本コンストラクションマネジメント協会団体会員の登
録日は、最初の登録日か、若しくは直近の更新登録日を記載するのか、いずれで
しょうか。

直近の更新登録日を記載してください。また、登録状況が確認できる書類を合わせて提出し
てください。

総括技術者、主任技術者の過去10年での各種実績要件に関しては、前職を含む
個人での実績と考えてもよろしいでしょうか。

お見込みのとおりです。なお過去10年間の実績とは、平成23年4月1日から令和3年3月31日
までに契約履行が完了したものとします。また、実績が確認できる書類（契約書や技術者届
等の写し）を合わせて提出してください。

（コンソーシアムの場合は代表者の属する事業者）の記載方法
担当部署名：代表企業名
担当部氏名：代表企業に所属する担当者の所属部署名と氏名

【コンソーシアムの場合】
担当部署名は代表企業名及び部署名としてください。
担当部氏名は代表企業に所属する担当者の氏名としてください。

⑤に発注方式の検討とありますが、設計もしくは設計施工者の発注支援は本業務
に含まないということで良いでしょうか。

お見込みのとおりです。

事業者の実績において、業務途中のものでも、指定されている業務（基本構想・
基本計画・要求水準書・DB発注支援）の何れかが完了していれば実績と考えてよ
いでしょうか。

過去10年間の実績は、平成23年4月1日から令和3年3月31日までに契約履行が完了したも
のとするため、質疑にある事例は現在契約中の進行している業務となり、すべて実績とはし
ないこととします。なお、実績が確認できる書類（契約書や技術者届等の写し）を合わせて提
出してください。

1事業者当たり3名以内とありますが、プレゼンテーション中の不測の事態に備え、
2名を室内に配置させ、合計5名で参加することは可能でしょうか。

２名までは機器設定等の補助員の在室を認めます。ただし、補助員は提案内容の説明をす
ることができません。

「自社の社員の中から、（略）　統括技術者および　（略）　主任技術者を選任し」
とありますが、2者によるコンソーシアムを組む場合は、「自社」を「コンソーシアムを
構成する企業」と読み替えて差し支えありませんでしょうか。

お見込みのとおりです。

プレゼンテーションでの投影するスライドは、企画提案書等の記載内容は変えな
い上で、見やすさに配慮して図等の構成を変えることは差し支えありませんでしょ
うか。

お見込みのとおりです。
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